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環境経営情報システム�

◎環境経営情報システム�

事業活動全体の環境負荷を把握し、効率

的に負荷を削減し、経済効率の高い環境

活動を行うためには、IT技術の活用は欠

かすことのできない条件です。リコーグルー

プは、環境負荷情報システムや環境会計シ

ステムなど、さまざまな情報システムを構築し、

先進的な環境活動に役立てています。�

環境改善事例の水平展開�

リコーグループの各事業拠点で、さまざまな

工夫をこらした環境活動が行われています。

これらのノウハウや成果をグループ内で共

有し、効率的に水平展開していくための

データベースです。将来的には、このデータ

ベースに蓄積されたリコーグループの活動

事例を広く世の中に開示していきます。�

環境会計システム�

経営資源を有効に環境保全に活用する

ための情報システムで、経理システムの

一部として稼動を始めています。将来は

エコバランスに基づいて、リコーグループ

のすべての環境活動への投資と、それに

対する環境保全効果および経済効果を

把握していきます。�

社会コミュニケーションのための情報

データベース�

リコーの環境保全への取り組みに対して、

国内外のお客様や各機関から多くの問い

合わせが入ります。これらに対して迅速に

回答し、2ウェイコミュニケーションが図れる

よう、データベース化を進めています。この

情報は、お客様や社会の声として経営に

反映されます。�

法規制・環境ラベル情報の共有化�

国内外の環境法規制や環境ラベル規格

の要求事項・最新改訂情報などを、リコー

グループ内で共有するためにデータベース

化しています。最新の環境性能を持った

製品の開発や、事業所運営に役立ててい

きます。�

●2000年度末までに、複写機、ファ

クシミリ、レーザープリンター分野の

環境負荷情報システムを構築する

（それ以外の分野は2001年度末

までに構築）。�

現在、一部の事業所で、製造工程

の負荷情報収集データベースお

よび廃棄物計量システムが稼動

開始し、電力モニタリングシステム

の試行が始まりました。使用工程

の製品情報については、製品情

報システムが稼動を開始していま

す。保守工程では、環境側面デー

タ入力データベースの運用を開始

しました。設計・調達工程などに

ついてもシステムを作成し、試行

を開始しています。�

●環境会計、環境改善事例、法規

制、環境ラベル、顧客情報の収集

と発信システムを2000年度末まで

に構築する。�

1999年度、環境会計情報システ

ムとして費用集計システムの構築

が完了、1999年下期よりリコーで

稼動しています。�

1999年度現在、リコーの社内IT

システム上に、環境関連法規改訂

情報データベース、環境ラベルフォー

ラム、製品リサイクル／省エネ規制

データベース、社外問い合わせデー

タベース、ホームページ問い合わ

せデータベース、販売系環境フォー

ラム、事業所廃棄物データベース、

フォーラム（CO2）などのシステムが

構築されています。�

目標と進　状況�

環境経営�

環境負荷情報システム（構想図）�

環境負荷情報�

主要事業活動の�
化学物質、�

消費エネルギー、�
廃棄物のデータ�

製品構成�
物質データ�

部門別�
環境負荷データ�

情報解析�

外部への情報提供�経営者、各工程へ�
情報をフィードバック�

情報収集�

製品別�
環境負荷データ�

リサイクル�
環境データ�

情報加工�

按分に必要なデータ収集のしくみ構築�
・生産台数（工程別）�
・製品重量�
�

・金額�
・部署や設備と製品との関係�

仕入先様とのネットワー

クを活用し、原材料や

部品の有害物質情報

を収集。環境面・コスト

面から最適な材料を選

定し、設計に反映させる

ことができます。�

調達管理システムや化

学物質管理システム、

法規制マスターなどと

の連動により、設計デー

タをもとに、製品全体

の環境負荷を把握でき

ます。�

生産系事業所はもちろ

ん、非生産系事業所を

含むすべての事業所

の電気使用量、化学物

質使用量、CO2排出量、

廃棄物排出量などを、

グループ内ネットワーク

を活用して収集。環境

負荷の効果的な削減

に役立てています。�

流通拠点、流通工程、

販売拠点の環境負荷

情報を収集するシステ

ムを構築中です。情報

システムの構築は、流

通拠点および販売拠

点の環境マネジメント

システムの構築に合わ

せて進めています。�

消費電力など、製品ご

との環境負荷情報を管

理するとともに、電話

回線を利用した遠隔診

断システムなどで、お

客様の使用状況を把

握。製品使用時の環境

負荷情報を収集・分析

します。�

製品の保守履歴データ

ベースおよび保守拠点

でのガソリンや電気使

用量を捉えるデータベー

スをもとに、製品メンテ

ナンス時の環境負荷を

把握・分析します。�

製品の回収率や、リサ

イクル拠点の電力消費

量などの管理を行う、

回収・リサイクル情報シ

ステムを構築していま

す。これによって、再資

源化データや静脈物流

の環境負荷などが把握

できるようになります。�

調　達� 設　計� 製　造� 流通・販売� 使　用� 保　守� 回収・リサイクル�

環境負荷情報システム�

環境負荷情報システム�

資材の調達から製造・流通・使用・保守・

回収・リサイクルに至るまでの環境負荷を、

エコバランス＊1に基づいて把握・分析する

ためのシステムです。リコーグループだけで

なく、仕入先様とのネットワーク化も進め、

製品の設計データをもとに、製品のライフ

サイクル全体の環境負荷を把握できるシ

ステムも稼動しています。部門別・製品別

の環境負荷を把握することにより、経営

や製品開発などのための意思決定が迅

速に行え、事業活動や製品の環境負荷を

効果的に削減できます。また

「タイプIII環境宣言＊2」などに

よる積極的な情報開示も、こ

のシステムが可能にしました。�

＊1　11ページを参照。�
＊2　35ページを参照。�
�
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